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第 7 章では， 無水マレイン酸変性したポリプロピレン (PP) 系オリゴマーを分散剤とする溶融 PP 中でのポリウ
レタン合成によって， PP マトリックス中にポリウレタン粒子を均一微分散させる方法を見出している。













(3) ポリウレタン生成反応で副生するアロファナート結合の 0.001mmol.g- 1 までの微量分析法を確立している O
(4) イソシアナート基と水酸基の当量比が 1 より大きくなるほどアロファナート結合含量が多くなり，重要な品質
である溶液粘度安定性が悪くなることを明らかにしている。
(5) アロファナート結合生成の抑制は，溶液反応では燐酸を副反応抑制剤として 60ppm 添加することにより，また，
塊状反応では反応温度を 2000C 以上にあげることにより達成できることを明らかにしているO
(6) ポリプロピレン (PP) 中でのポリウレタン合成では，無水マレイン酸変性 PP 系オリゴマー (MPP) を分散剤
として用いた場合，分散剤の分子量が小さいほうが良好な分散状態と大きな衝撃強度が得られ，また， MPP をエ
タノールアミンでイミド化した化合物を分散剤として用いた場合には分散剤の分子量が大きいほうが良好な分散
状態と大きな衝撃強度が得られることを明らかにしているO
以上のように，本論文は線状高分子量ポリウレタン合成反応の本質を明らかにしたもので，高機能性高分子材料の
新規な合成法を確立しているO 本研究で見出された新しい知見は，工業化学および高分子化学分野の発展に寄与する
ところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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